
令和６年３月１日 

保護者・地域の皆様 

 

 

 

 

 

 

 

今日から３月です。チューリップの芽が伸び、菜の花も咲き始めました。２月は暖かかったり寒かった

り気温の変化が激しかったですが、３月は少しずつ、天気が安定してくるとよいですね。 

どの学年も、こども劇場を楽しみ、お家の方々にたくさんの拍手をいただいたことが嬉しくて、自信に

つながったようです。その後は、いろいろな学級活動や遊び、目的をもって進める活動などにも、自分か

ら積極的に意見を出したり、先生の投げかけに「それいいねー！」と反応したりして、皆で考えを出し合

い、いろいろな遊びや活動に自分から参加する姿が見られます。一つ上の学年になるのを楽しみにして

いるようです。そんな子供たちの姿をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園長室だより NO.４ 
                                            文京区立第一幼稚園 

                              園長  田村 秀子 

                               ０３（３８１１）００７２ 

紙芝居って日本だけなんだって 

谷中の「夕やけだんだん」で手作りの紙芝居を演じている、ワハハ本舗俳優の佐藤正宏さんが、  

２８日（水）に第一幼稚園にいらしてくださいました。紙芝居は日本にしかない文化ということをお

話されていて、拍子木も打って見せてくださいました。「お祭りで見た！」「火の用心でやってた！」

と知っている子もいて、近隣の町会の皆様のお蔭だなと思いました。 

 年少・年中には「へっぷりむすこ」を見せてくれました。子供たちはオナラの場面が面白くて、大

笑いしていました。鬼がやってきて、むすこが鬼に食べられそうになる場面では、怖そうに先生の後

ろに隠れている子もいました。最後は息子の大きなオナラで鬼が大笑いし、飲み込んだ沼の水が鬼の

口からあふれて、船が動き出し、鬼から逃げることができるというお話ですが、佐藤先生の声や演技

が素晴らしく、皆、お話の世界に引き込まれました。 

 年長組には、「花咲かじい」の紙芝居を見せてくれました。大切に飼っていた犬のポチが悪いおじ

いさんに殺されてしまい、死んでなお、おじいさんとおばあさんが幸せになるように、奇跡を起こし

てくれるお話です。佐藤さんは東日本大震災の後、この話なら命を亡くされた方も自分の紙芝居を応

援してくれるのではないかと思い、演じ始めたそうです。始めは全部白黒の絵ですが、ポチのお墓に

生えた木を焼いた後の灰を撒
ま

いたら枯木に花が咲くという、最後の場面で初めて紙芝居に色がつき、

花々の美しさが心に残る紙芝居でした。じっと聞いていた年長組の子供たち。 

一人一人いろいろなことを感じていたと思います。 

これからポツポツと紙芝居のことを話す子もいると思いますので、ゆっくり 

話を聞いてあげてください。紙芝居の裏には何も字が書いてありませんでした。 

佐藤さんの語りの素晴らしさに私も感動しました。 

また見られるといいですね。 

佐藤さんがお話を語ってくださっていたのです。また機会があれば、是非、子供 

たちに見せてあげたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                                     

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

           素敵なおひなさまができました 

一人一人、お雛様を作りながら、とても嬉しそうな顔をしていました。皆

のお雛様が集まると、にぎやかで、とても素敵です。今日はそれぞれの家に

持ち帰りますが、子供たちが指先を使って、心をこめて一生懸命に作ったお

雛様をじっくりと味わってご覧ください。その子らしさがいろいろな部分に

表れています。着物にこだわる子、ぼんぼりや花にこだわる子、お供えする

食べ物にこだわる子など、年長はどんどんお道具類も作りたくなって、工夫

していました。子供たちの心を映しているようで、皆、心の温かい子供に育

ったなあと嬉しく思います。皆の成長を一緒に祝ってくれることでしょう。 

むらさき組のおひなさま 

大根とカブのおみそ汁、おいしかったね 

年長が２階テラスの「ニコニコ畑」で育てていた、大根とカブが大きくなったので収穫し、２８日に

主事室でお味噌汁を作ってもらいました。担任の先生は大根やカブの葉がヒヨドリやカラスに食べられ

ないように、毎日しっかりと網をかけ、水やりや雑草とりを子供たちと一緒に行い、心をこめて育てて

きました。 

葉っぱだけでもずいぶんと元気がいいので、子供たちに食べさせてあげたいと思っていましたが、掘

ってみたら大根やカブもしっかりできていたので、大根は薄く切って千切りに、カブは薄くイチョウ切

りにして、おいしいお味噌汁ができました。年少、年中も美味しそうに食べていたそうです。普段、野

菜を食べない子もいるようですが、残した子は少なかったです。特に年長は自分たちの育てた野菜を美

味しそうに食べていて、もっとおかわりがほしい子もいたようです。皆で食べるとおいしかったのでし

ょう。シンプルな大根とカブの味噌汁を「おいしい！」と思う、子供たちの味覚はなかなかいいですね。  

年長組はカブの葉とカットした大根、カブも一人ずつ持ち帰ることができました。ご家庭で召し上が

っていただけましたか？野菜の美味しさを知っていると、大人になっても自分で野菜を調理して食べる

ようになると思います。体づくりのために、食育も大事にしていきましょう。 

年長さんとのお別れ会、楽しかった！ 

今日、３月１日は年長組と年少組・年中組のお別れ会でした。年中組が中心になって、どんな会にするか

考え、年長組に招待状を届けたり、内緒でプレゼントを作ったりして準備しました。年少組も年長組もプレ

ゼントを作っていて、今日、披露し合いました。心をこめて歌を歌ったり、言葉を言ったり、会の後は一緒

に遊んだりして、嬉しい一日となりました。 
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みどり組のおひなさま 

き組のおひなさま 

もも組のおひなさま 

あか組のおひなさま 


